
 

 

               令和７年４月３０日 

松江市立古江小学校学校だより（文責 校長：青山 巧） 

早いもので,今日で４月も終わります。学校の花も、桜、チューリップ、パンジー、ビオラ、なでしこ

から、ツツジへと変化をし、気温も２０℃以上と、日に日に夏に近づいているようです。掃除の班も今

日から１年生を含めた新しい班になり、活動を開始します。新班長も分担表を作成し、担当教員との打

ち合わせもばっちりで準備万端です。時間が短くなった分、集中して取り組むことが期待できそうです。 

５月１日からは６年生をトップバッターに水泳学習も始まります。水に慣れたり、泳法を学んだりす

ると共に、自分の命を守るために、最終的には水に浮いて待つことができるように、それぞれの学年に

応じて取り組みます。保護者の皆様には見守りボランティアにご協力いただきありがとうございます。

安全確保と共に、こどもたちの頑張る姿、楽しそうな姿を身近で観て、こどもたちに言葉をかけてくだ

さい。 

５月３日からの４連休が終わると、１学期には祝日はありません。連休にしかできないことを、ご家

庭でしっかり楽しんでください 

 

楽しかったな、１年生を迎える会 

４月２５日には６年生の実行委員会が企画・運営をした１年生を迎える会が開催されました。コロナ

禍以降、全校で集まる機会を制限していたために、ここ数年間は実施できなかったものが、久しぶりに

できて、こどもたちは大喜びでした。「拍手の数だけ集まって」のゲームでは、担当の６年生が２人→８

人→１２人と少しずつ数を増やしていくたびに盛り上がるなど見事な進行でした。「進化じゃんけん」

では、ハムスター→うさぎ→ぞう→ライオンと、同じ動物同士がじゃんけんし、じゃんけんに勝つと進

化し、負けるとひとつ戻るというゲームです。ライオンで勝つと勝ち上がりになります。１回ごとの勝

負に歓声が上がり、学年入り乱れての交流となりました。最後に１年生からのお礼の言葉があり、在校

生はサプライズに声を上げました。 

 

 

 

 

 

 

 

古江小 HP QR コード 
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授業公開・ＰＴＡ総会・学年懇談 

お世話になりました 

４月２３日の授業公開日には、大勢の保護

者の皆様にお出かけいただきありがとうござ

いました。校庭に停まっている車を数えると

全員来られているのではないかと思わせるほ

どの数でした。そのこともあって、前日の雨で

ぬかるんでいる場所に駐車せざるを得ない状

況になり、靴を汚してしまった方も大勢いら

っしゃったようでした。学校としても真砂土

を補充したりして整備に努めていますので、

ご理解のほどお願いいたします。 

今回少年野球チーム：湖北ファルコンズの

皆様にグランド整備にご協力をいただきまし

た。報告にあわせてお礼申し上げます。ありが

とうございました。 

ＰＴＡ総会後、校長から今年度の学校経営

方針を、教務・研究・生徒指導それぞれの主任

から、重点項目や変更点について説明し、通知

票の２学期制、ワンダふるテスト、新たな取組

についてもご理解いただきました。また、昨年

度２学期から運用を始めたすまいる教室につ

いて、学校だよりでは紹介していましたが、改

めてお話をさせていただくことができまし

た。 

短時間で全てご理解いただくことは難しい

と思いますので、ご不明な点等あれば連絡帳

やお電話等でお伝えいただきますようお願い

いたします。 

 某放送局の朝ドラを週末ダイジェスト版で観るこ

とがありました。その時に、主人公に対して伯父が

「答えが見つからなければもがけばいい。」というよ

うなことを説いていた場面が印象に残りました。 

「もがく」ことには苦しみや苛立ちなどが伴いま

す。伯父さんの気持ちを考えると、将来について様々

なことを考え、どうしたらいいか迷っている主人公

に対して、精一杯考え、困難を乗り越え、状況を打開

し、自分の未来は自分自身でつかめというような思

いを込めて使ったのではないかと推察します。 

今のこどもたちに、「もがく」の代わりに声掛けし

ている言葉は何なのでしょうか。苦しみや苛立ちを

伴わずに、自己を見つめ直し、自己実現のために、希

望をもって努力していくことを一言で表す言葉が私

自身なかなか見つかりません。 

こどもたちには「がんばっているね。」と今を肯定

する言葉かけを大事にしつつも、その先の成長を促

すことのできるパワーワードを探していきます。 

遊びの中での体力づくり 

先日体育主任より、本校の体力状況について、

握力や柔軟性、投力について課題があると報告を

受けました。これは、本校に限った課題ではなく、

生活様式と日常的な遊びの変化に伴う影響が強

くあります。 

握力で言えば、家での雑巾がけはしなくなり、

水栓は小さいものをひねるのではなく、大きなレ

バーや自動水栓に様変わりし、投力で言えば、川

へ石を投げて石が何回跳ねるのかを競う水切り

やキャッチボールは見られなくなり、柔軟性で言

えば野山を駆け回るようなしなやかさはなくな

り、トイレの洋式化に伴い足首の硬さなどが思い

あたります。 

タオル１枚あれば、遊びながら握力も柔軟性も

投力のアップができます。隙間時間の中で、親子

で取り組んでみてはいかがでしょうか。校長がい

つでもレクチャーします。 

 今朝の段階で本校 HP の新着情報は 34 件で

す。毎日 1 回以上更新されている計算になりま

す。こどもたちの学校での様子を多くの方に知

ってもらいたいという思いで、教頭がネタを求

めて校舎内を歩き回り、情報発信をしています。   

タイトルの QR コードを読み取り、お気に入

り登録のほどお願いいたします。 

先日の全国学力調査では、TV の取材が入り、

門脇教諭が何度も画面にアップされていまし

た。ご覧になられましたか？ 


